
第 ３ １ 回 学 校 評 議 員 会 会 議 録

平成２６年２月８日（土） 10:00～11:30

弘前高校会議室

出席者 学校評議委員 ５名

学 校 側 校長、教頭（司会）、事務長、教務主任

進路指導主任、生徒指導主任、教務部員（記録）

１ 校長挨拶

校長 ： 平成２５年度当初、先生方に４つのお願いをしました。まず、生徒とのあいさつの励

行、規範意識の高揚、教育者としての誇りを持つ、公務員としての自覚を持つ。この４

つを意識して教育活動にあたるようにお願いしました。この一年よく守ってもらえたと

思います。感謝しています。生徒のあいさつはまだまだですが、あいさつは社会人とし

ての基本であり、大事なことなのでこれからも根気強く指導していかなければならない

と思います。先生方には健康に留意しつつ社会の変化に対応し、勉強や研修に励み、生

徒の指導にあたっていってほしいと思っています。

２ 意見交換

教務部 ： 今年度も全保護者対象の「学校評価」を行い結果を集計しました。昨年度に比べ回収

率が高くなっています。本校に対する関心の高さがうかがえます。また各項目とも昨年

度に比べ評価がわずかですが高くなっています。項目の中で評価が比較的低かった項目

は「本校では、生徒の悩みに対して適切な指導が行われていると思いますか」「本校で

は、容儀・生活指導が十分行われていると思いますか」「本校では、お子様の進路指導

選択にあたり、家庭と連携した適切な指導がなされていると思いますか」でした。評価

が良かったのは「本校の文化祭における『ねぷた』制作と運行は、お子様の人間形成に

役に立っていると思いますか」「お子様を本校に入学させてよかったと思いますか」で

した。この結果は職員の励みになると思われました。「保護者を対象とした授業公開は、

本校の教育活動理解する上で役に立つと思いますか」にありますように本校では春のP

TA総会の日と秋に年２回授業公開をしております。これが「本校で行っている土曜日の

活用・講演会・各種講習などは、お子様の進路選択や学力の向上に役立っていると思い

ますか」の評価にもつながっているように思われます。

学校評価では他に「教育方針について」「施設設備について」「学校生活について」

「家庭との連携について」「教育課程・学習指導・授業の質・宿題について」「学校評

価・授業公開について」「学校行事・ねぷたについて」「部活動・文武両道について」

「生徒指導について」「進路指導について」「模試講習について」「保健・衛生につい

て」などの項目に関して多数の貴重なご意見を頂きました。これらの意見に対する学校

の考えは、学校のホームページに載せております。昨年度の要望については、夏の学習

環境改善のため、各教室に扇風機を１台ずつ設置しました。「ねぷた」については伝統

を絶やさぬように、市民の理解と協力を得られる努力をこれからも続けて参ります。部

活動に関しては、各部とも生徒の学習活動とのバランスを考慮しながら練習を計画して

います。また今年度より「緊急連絡メール配信システム」を導入しました。この件に関

しても様々なご意見やご要望を頂きました。生徒の安全を第一に考え、本校の教育活動

により有効活用していくため、さらに検討を重ねていきたいと考えています。

「授業アンケート集計結果」に関しては、数学の評価が余り良くありませんでした。

数学に苦手意識のある生徒が多いのかもしれません。各教科とも結果を分析し授業の改

善につなげていく必要があります。

「中高連携事業の取り組み」として平成２５年度は本校への入学者の最も多い弘前大

学付属中学校へ教員１３名、弘前市立第二中学校へは教頭および教員９名が訪問しまし

た。中学校の授業の様子を知ることができて有意義な訪問となりました。また１１月１

日には中弘南黒地区の中学校対象にした授業参観・全体協議会・理科分科会を行いまし



た。１７名の中学校の先生方に参加頂き、新学習指導要領に関する意見交換、授業の合

評会も行いました。

「弘高発学力コンテスト」を今年度から地区の中学３年生対象に実施しました。多数

の応募がありました。数学と英語の課題を与え、中学生が自ら挑戦し、解決しようとす

る精神を持ってもらい、地区の学力向上に寄与できればとの思いから実施しました。

生徒指導部： １０月以降の運動部・文化部の主な結果をお知らせします。青森県高等学校総合文化

祭において、写真部が最優秀学校賞を受賞しました。最優秀賞１名、優秀賞も３名受賞

しました。放送局もアナウンス部門最優秀賞、優秀賞も２名でした。囲碁部は女子Ａク

ラス、将棋部は男子Ａクラスでそれぞれ個人優勝しました。新聞部も優秀賞と論説賞、

書道部は優秀賞を受賞しました。また高文連連盟賞に放送部の生徒が選ばれました。運

動部の新人戦では軟式野球部が優勝、空手部が男子形優勝、硬式テニス男子シングルス

優勝、水泳部女子200m自由形優勝しました。陸上競技部女子砲丸投げ、ボウリング部男

子、女子学校対抗、空手道部個人男子形、女子個人形、柔道部66kg級、バドミントン部

男子学校対抗、硬式テニス女子ダブルス、女子シングルスの入賞もありました。高体連

優秀選手賞には剣道部、軟式野球部の生徒が選ばれ、高野連優秀選手賞にも軟式と硬式

野球部の生徒が一名ずつ選ばれました。青森県体育協会優秀選手賞には、弓道部の生徒

が選ばれました。

４月から生徒指導部が対応してきた事案については、学校への苦情、自転車事故、歩

行中の事故などがありました。やはり自転車関係の事が多いです。

生徒指導部の行事では１１月に避難訓練で学校に不審者が侵入してきたことを想定し

た避難訓練を実施しました。その他のとり組みとして力を入れてきたのは、遅刻生徒へ

の指導でした。時間を守ることは学校生活を送る上での基本となることです。昨年より

も人数は減少しましたが、まだ遅刻する生徒がいます。急がせる、あいさつもする、と

いう指導をこれからも粘り強く続けていきたいと考えています。

進路指導部： まず今年度の推薦・ＡＯ入試の結果についてお知らせします。指定校推薦では青山学

院大学、東京女子大学、明治大学、明治薬科大学、立教大学、早稲田大学、同志社大学、

関西学院大学に合格しました。推薦入試では、国際教養大学、昭和大学、法政大学、フ

ェリス女子大学に合格しました。ＡＯ入試は、東北大学と日本女子体育大学に合格して

います。

２月１日現在の大学出願状況の特徴としては、まず弘前大学への出願が100名である

ことです。来年度からセンター試験が新教育課程にあわせて若干変更になります。移行

措置はありますが、やはり浪人は不利であるので、どうしても今年合格したいという気

持ちが強いようです。経済状況の影響で保護者の地元志向も強まっているようです。

１年生の進路志望調査では、例年通りほとんどが国公立大学への進学を希望していま

す。例年に比較して特徴的なのは、教員養成課程への希望が多いという点です。２年生

の特徴は１０月の調査で、医歯薬系の希望が急激に減少したことです。なかなか成績の

伸びない生徒が志望を変えたのではないかと分析しています。

１年生の学習状況調査で４月と１１月のデータを比較すると「最も得意と感じる教

科」で国語が増えて英語が減っています。この地区の中学校の国語のレベルは高いので、

入学後の授業でもついていくことができて自信が付き、英語は毎日の授業が中学校より

も格段に難しくなったので得意と感じる生徒が減少したのではないかと思います。数学

は例年と異なり「最も苦手と感じる教科」で数値が減少しています。指導がうまくいっ

ていると言うことかもしれません。２年生は「最も苦手と感じる教科」で例年に比較し

て、数学と英語の両方が高い数値を示しています。注意していく必要があると思います。

近年中学校からの変化に対応できない生徒が増えてきているように感じられます。生徒

がスムーズに高校生活に対応していくことができるように、今後も注意していく必要が

あると思います。

教頭 ： 各分掌からの説明が終わりましたので、これから質疑応答に入ります。

評議員Ｅ氏： 来年度からセンター試験が若干変わるそうですが大丈夫ですか。



進路指導部： 文系は理科が基礎科目を２科目受験しなければならなくなる点が、今年度までと大き

く異なります。理系の数学Ⅲでも行列がなくなり、複素平面が新しく入りました。移行

措置は講じられますが、試験内容の変化は浪人生には厳しいと思われます。

教務部 ： 来年からは理科がポイントになると思います。理科の範囲が広がり生徒には負担にな

ると思います

評議員Ｃ氏： 安全志向、地元志向が増えるのは心配です。同じ国立大学でも環境は大きく違います。

例えば学生に対するサービス面や大学設備などです。就職の面でも有名大学には専用の

就職サイトがあり、東京６大学の運動部専用の就職サイトなどもあります。有名企業も

選別の労力を軽減するために特定の大学から学生を採用している現実があります。高校

でも保護者に現状を知ってもらった上で、将来を見据えた選択をしていった方が良いと

思います。

評議員Ｂ氏： 弘前高校に陰湿ないじめ、精神的な圧力などはありますか。

生徒指導部： 昨年度、今年度ともいじめはありませんでした。以前保護者から連絡があった場合に

は、学年集会を開くなどの対応を行いました。

教頭 ： いじめに対応するのに以前は、担任、生徒指導など学校の中だけで対応してきました。

具体的には家庭訪問等をして話を聞いたりしています。あまり目立ちませんが、先生方

は真摯に対応しています。ただ組織としては不十分な面もありました。しこりが残るこ

ともありました。私は３０年以上教員をしておりますが、知らないふりをする先生を見

たことがありません。弘前高校も問題が起こりそうになった場合には内容をよく調べて、

丁寧に対応するようにしています。

評議員Ｃ氏： マスコミが面白おかしく書く記事から、真実を見抜くのは難しいと思います。事件に

なってからでは遅いと思います。自殺の兆候がでている場合には、キャッチして迅速に

対応してもらいたいと思います。

評議員Ｄ氏： ２年生での文理分けはうまくいっていますか。受験に有利と言うよりも､生徒の将来

を見据えた選択になっていますか。また志望が変わった場合の移動はできるのですか。

教務部 ： 新学習指導要領が実施され、理科の履修に関する負担増がありますので、各学校でい

ろいろなカリキュラムを編成しています。他の学校のように毎日７時間授業にするので

はなく６時間の曜日を２日だけですが確保して、部活動ができるようにしています。た

だ現状では１年次に選択を迫られるので、揺れ動く生徒は少なからずいると聞いていま

す。

教頭 今年の３年生は３年次に文理分けをしていますが、それでも若干名は理系から文系に

志望を変えました。今後ともこの問題は検証を続けていく必要がある問題だと考えてい

ます。

評議員Ｄ氏： 子供の受験の経験では３年生の数学、理科、世界史は１０月まで試験範囲を終わらな

かったようです。受験対策は、本当にギリギリだったため、もっと早く試験範囲を終わ

ることが望ましいと思います。

評議員Ｃ氏： 運動部が頑張っているのは卒業生も注目しています。この夏の硬式野球部の活躍は話

題になり、励みになったそうです。これからも文武両道を目指して欲しいと思います。

期待しいています。

評議員Ａ氏： 子供の悩みが分からないというケースが増えているそうです。価値観の変化が激しく、



経験が役立たない事も多く、子供の相談相手になれないと感じる親が増えています。同

様に先生も自信が持てないなかで手探りで指導にあたっている学校も多いようです。

教頭 ： 悩みがあっても親に伝えていない生徒が多いのは「学校評価」のデータから分かりま

した。そのような生徒を減らしていく努力を続けていきたいと思います。担任の先生方

は放課後などの授業時間以外に、たくさんの生徒と熱心に面談をしています。

評議員Ｃ氏： 社会はグローバル化が進んでいます。英語、数学の重要度が増しています。この能力

を鍛えていかなければ、大学や社会に出てから苦労することになると思います。しっか

りと実力を付けてあげて下さい。

教頭 ： それでは先般施行されました、いじめ防止対策推進法に伴う学校の取り組みについて

説明いたします。これまではいじめが起きてから対応してきましたが、防止と組織作り

が義務づけられました。難しいのは発見と判断だと言われております。特にネット上の

いじめは表面に見えてきません。組織作りはこれから県と協議しながら考えていきます。

つきましては評議員の皆さまにも協力を仰ぐ場面があるかもしれませんので、そのとき

はよろしくお願いします。

評議員Ｄ氏： 成長には体と心のバランスが大事だと思います。高校生は悩みが多い時期です。小さ

な細かい事件とかもないのですか。

生徒指導部： 机に落書きをされたという生徒がいました。担任と学年、関係する先生方ですぐに対

応しました。不登校になっている生徒は、現実としています。カウンセラーや養護教諭

とも相談しながら、この問題にも対処していきます。

評議員Ｃ氏： 一番隠すのは、いじめられている生徒です。困難を伴いますが、しっかりと対応して

いって下さい。

校長 ： 忙しい中、長時間にわたり貴重なご意見を伺いありがとうございました。私はもうす

ぐ退職ですが、これからも弘前高校をよろしくお願いします。

教頭 ： 弘前高校のことで気づいたことがあればいつでも学校にお知らせください。本日はご

来校頂きありがとうございました。

終了 １１：３０


